
都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 2.1 ha

平成 18 年度　～ 平成 21 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況
　当地区は、商業・業務・住宅等の用途が混在した土地利用となっており、一部で木造建物が密集していた。また、戦災復興土地区画整理事業が行われているものの、一街区の規模が小さく区画街路も狭いことから、駅前にふさわしい土地の有効利用、

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

㎡ 平成14年度 平成21年度

人 平成14年度 平成21年度

人／日 平成11年度 平成21年度

   平成18年 3月 権利変換計画認可
   平成18年11月 本体工事着手

   平成19年 5月 本体工事完了

本体工事着手   平成17年  7月
   平成16年  3月 権利変換計画認可

○ひぐらしの里中央地区第一種市街地再開発事業
   平成12年  6月 ひぐらしの里中央地区市街地再開発準備組合設立
   平成13年12月

180人計画区域内の住民基本台帳に記載される定住者人口
都市型住宅の供給により、定住人口の増加が見込まれる。

1,700人２　定住人口

都道府県名 東京都
とうきょうと

荒川区
あらかわく

日暮里駅周辺地区
にっぽりえきしゅうへんちく

計画期間 交付期間 21

大目標：駅前地区にふさわしい土地の有効利用と安心して住み続けられるまちづくりを実現する。
 目標１：土地の合理的かつ健全な高度利用を図る。
 目標２：商業・業務と居住機能の調和がとれた魅力ある都心居住を実現する。
 目標３：利便性・回遊性にも配慮した安全で快適な歩行者空間を創出する。

・当地区は、住宅と商業・業務の調和のとれた共存を図りつつ、産業活性に波及効果のある情報機能を持った産業集積の促進により、総合的な整備を促進し、広域圏に対応する“商業・情報核”の  形成を目指していく。
                                                                                                                                                                                                                                               (荒川区都市計画に関する基本的な方針 平成9年3月)
・荒川区は、東京のセンター・コア再生ゾーンとして「国際ビジネスセンター機能の強化」「都市を楽しむ都心居住の推進」「歴史と文化を活かした都市空間形成」を目指す地区に位置付けられている。
  特に、当地区については新交通システム日暮里・舎人線の整備により利便性が向上する日暮里・西日暮里を中心とする沿線に商業・業務施設が集まるにぎわいの空間を創造をめざしていく。(東京の新しい都市づくりビジョン 平成13年10月)

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

10,000㎡

３　歩行者数
歩行者交通量
（特別区道荒267号線の一地点における断面歩行者交通量）

安全で快適な歩行者空間を創出し、歩行者の増加する。
4,300人／日 9,800人／日

１　商業床面積 計画区域内の商業床面積
土地の高度利用により、駅前にふさわしい商業施設の集約を図ることが
できる。

4,500㎡

３つの地区で第一種市街地再開発事業によるまちづくりが推進されてきたところである。
   平成１2年12月 日暮里駅前周辺地区地区計画の決定
   平成13年12月                    同        地区計画の変更決定
   平成14年12月                    同        地区計画の変更決定
○ひぐらしの里西地区第一種市街地再開発事業
   平成11年  2月 ひぐらしの里西地区市街地再開発準備組合設立
   平成12年12月 都市計画決定(高度利用地区・第一種市街地再開発事業)

ひぐらしの里西地区市街地再開発組合設立

本体工事着手

   平成13年10月

   平成16年10月
   平成15年  3月 権利変換計画認可

   平成14年12月
   平成15年10月

ひぐらしの里北地区市街地再開発準備組合設立
都市計画決定(高度利用地区・第一種市街地再開発事業)
ひぐらしの里北地区市街地再開発組合設立

高度利用が十分に図られていなかった。さらに、歩行者の安全で快適な動線が整備・確保されておらず、高齢者・身障者のみならず、駅利用者等が不便を強いられている状況にあった。このような中、新交通システム「日暮里・舎人ライナー」の整備を契機

・商業・業務機能等の集積に乏しく、駅前商業地としての活気や賑わいに欠ける。
・駅周辺に集客力のある施設が不足しているため、日暮里駅利用者は日暮里で降車せず、乗換のみで通過してしまっている。
・一部で、土地の有効利用・高度利用が図られていないとともに、老朽化が進んでいる建物や木造建物が密集しており、防災上の課題を抱えている。
・交通広場に接続する一部の区画道路の幅員が狭く、ゆとりある安全な歩行者空間が確保されていない。

○交通バリアフリー重点整備
   平成14年  3月 日暮里駅周辺地区を交通バリアフリー法に基づく重点整備地区に指定

   平成20年  2月

○ひぐらしの里北地区第一種市街地再開発事業
   平成13年  8月

本体工事完了

ひぐらしの里中央地区市街地再開発組合設立
都市計画決定(高度利用地区・第一種市街地再開発事業)

   平成15年  2月


